
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十
二
月
二
十
三
日
（
土
）、
横
浜
市
内
に
お
い
て
神

奈
川
県
連
合
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

冒
頭
、
福
島
み
ず
ほ
県
連
合
代
表
は
先
の
衆
院
選

で
の
お
礼
を
述
べ
た
あ
と
国
会
状
況
に
ふ
れ
、「
あ
べ

政
権
は
衆
院
選
の
公
約
で
①
憲
法
９
条
に
自
衛
隊
の

明
記
➁
緊
急
事
態
へ
の
対
応
➂
教
育
の
無
償
化
➃
参

院
の
合
区
の
解
消
の
た
め
の
憲
法
改
正
を
あ
げ
た
。

安
倍
総
理
は
改
憲
議
論
で
私
の
質
問
に
『
安
保
法
で

９
条
の
解
釈
を
変
え
て
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
集
団
的
自
衛
権
行
使
が
で

き
る
自
衛
隊
の
明
記
だ
』
と
答
弁
し
た
。
そ
れ
は
戦

争
し
な
い
国
か
ら
戦
争
す
る
国
に
明
記
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
ま
さ
に
憲
法
違
反
。
私
た
ち
は
戦
後
平
和

を
守
る
た
め
に
９
条
を
変
え
さ
せ 

な
か
っ
た
。
改
憲
の
本
質
が
国
民
・
市
民
に
浸
透
す

る
前
に
改
憲
の
発
議
を
す
る
の
で
は
な
い
か
。
集
団

的
自
衛
権
行
使
を
す
る
た
め
の
自
衛
隊
の
明
記
を
許

さ
な
い
た
め
の
全
国
３
０
０
０
万
人
署
名
を
成
功
さ

せ
よ
う
」
と
訴
え
た
。 

  

ま
た
「
来
年
の
通
常
国
会
で
は
『
働
か
せ
改
悪
一
括

法
案
』
が
出
て
く
る
予
定
。
一
切
の
労
働
時
間
規
制

を
な
く
す
る
『
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
イ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ

ン
』、
八
〇
時
間
の
残
業
が
過
労
死
ラ
イ
ン
と
言
わ
れ

て
い
る
の
に
繁
忙
期
に
は
一
〇
〇
時
間
未
満
ま
で
認

め
る
な
ど
の
悪
法
は
絶
対
に
許
せ
な
い
。
私
た
ち
は

税
金
の
取
り
方
・
使
い
道
、
公
契
約
条
例
法
、
最
低

賃
金
を
上
げ
る
、
社
会
保
障
の
充
実
、
格
差
と
貧
困

問
題
な
ど
、
社
会
民
主
主
義
の
旗
を
し
っ
か
り
立
て

て
国
民
に
訴
え
実
践
し
て
い
こ
う
」
な
ど
訴
え
ま
し

た
。 

 

２０１7 年１２月２３日 (土) 

# ２２９ 写真ニュース   

１２．２３ 県委員会開く 

：社民党神奈川 教育宣伝委員会発行 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

委
員
会
は
金
子
豊
貴
男
幹
事
長
に
よ
る
幹
事
長
報
告

に
続
き
衆
議
院
選
挙
総
括
・
脱
原
発
社
会
の
実
現
・
基

地
問
題
・
福
島
み
ず
ほ
政
治
ス
ク
ー
ル
・
新
聞
意
見
広

告
運
動
・
党
勢
拡
大
運
動
な
ど
広
範
囲
に
及
び
ま
し
た
。 

 

ま
た
二
〇
一
八
年
三
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
逗
子
市

議
選
に
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
「
上
杉
た
か
し
」
氏

は
「
先
の
衆
院
選
の
翌
日
か
ら
逗
子
駅
で
早
朝
・
午
後
、

ま
た
日
中
は
一
日
五
〇
ヶ
所
を
目
標
に
辻
立
ち
を
し
て

い
る
。
お
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
に
徹
し
、
体
脂
肪
率

が
落
ち
た
分
だ
け
知
名
度
が
上
が
る
と
頑
張
っ
て
い

る
。
自
治
体
選
、
国
政
選
挙
の
先
方
に
な
っ
て
闘
う
」

と
決
意
を
込
め
ま
し
た 

質
問
・
意
見
者
は
４
名
、
参
加
者
は
傍
聴
含
め
六
〇

名
。
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
中
間
選
挙
、
自
治
体
選
挙
、

参
議
院
選
挙
勝
利
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 

 


